
令和５年度 シラバス      愛媛県立新居浜南高等学校 

商業 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

商 業 原価計算 ４ ３年次・Ｊ群 選 択 

 

目   標 履修の条件・連絡 
１ 製造業における原価計算及び簿記に関する基本的な知識と技術を習

得する。 
２ 原価の意味を理解し、原価計算から得られる情報をビジネス社会で

活用する能力と態度を育てる。 

・２年次に「簿記」を修得している。 
・「会計」と同時履修。 
・四年制大学（経営学部等）の推薦条件に
なる場合がある。 

・就職で事務職希望の生徒に有利。 

使用教科書 

（出版社） 

原価計算  新訂版 
（実教出版） 

副教材 

（準備物） 
標準検定簿記問題集全商１級 原価計算 

学 

 

習 

 

の 

 

年 

 

間 

 

計 

 

画 

学期 月 学習内容（単元・項目） 学 習 の ね ら い 

１ 

 

学 

 

期 

 

４月 
 
 

５月 
 
 
 
 

６月 
 
 
 

７月 

第Ⅰ編 工業簿記と原価計算 
 第１章 製造業における簿記と原価計算 
 第２章 原価と原価計算 
 第３章 製造業における簿記の特色とし

くみ 
第Ⅱ編 原価の費目別計算 
 第１章 材料の計算と記帳 
 第２章 労務費の計算と記帳 
 第３章 経費の計算と記帳 
第Ⅲ編 原価の部門別計算と製品別計算 
 第１章 個別原価計算 
 第２章 原価の部門別計算 
 記帳練習問題Ⅰ 

・原価と原価計算、製造業における簿記の特色としく
みについて取り扱い、原価と原価計算に関する基礎
的な知識と技術を習得させること。 

 
 
・材料費の計算と記帳、労務費の計算と記帳、経費の

計算と記帳について取り扱い、原価の費目別計算に
関する基礎的な知識と技術を習得させる。 

 
・原価計算表の作成、原価計算表と製造勘定との関係

及び製造間接費の配賦を理解させる。 
・部門別個別原価計算の基本的な手続きの流れを理解

させる。 

２ 

 

学 

 

期 

９月 
 
 

10月 
 
 
 

11月 
 
 
 

12月 
 

  第３章 総合原価計算 
  ① 単純原価計算 
  ② 等級別原価計算 
  ③ 組別原価計算 
 記帳練習問題Ⅱ 
 記帳練習問題Ⅲ 
 第４章 工程別原価計算 
第Ⅳ編 製品の完成・販売と決算 
 第１章 製品の完成と販売 
 第２章 本社・工場会計 
 第３章 製造業の決算 
第Ⅴ編 原価情報の活用 
 第１章 原価管理と標準原価計算 
 第２章 利益計画と直接原価計算 

・総合原価計算の特色を個別原価計算との違いから明
らかにし、月末仕掛品原価の計算法を習得させる。
また、単純総合原価計算を中心として、等級別、組
別、工程別総合原価計算について、それぞれの考え
方と計算法及び記帳法を習得させる。なお、副産物
等の基礎的な処理についても扱う。 

 
・製品の完成と販売に関する記帳法を習得させる。ま

た、工場会計が本社会計から独立している場合の本
社と工場間の取引の記帳法も扱う。 

・製造業における決算の手続きについて理解させ、製
造原価報告書の作成方法を習得させる。 

・原価管理と標準原価計算、利益計画と直接原価計算
について取り扱い、原価情報の活用に関する基礎的
な知識と技術を習得させる。 

３ 

学 

期 

１月 
 

２月 
 

３月 

検定問題練習 ・基礎的問題から検定模擬問題、過去の検定問題を中
心に分野別の問題を系統的に練習していくことによ
って、総合的な理解力を深める。 

学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

規 

 

準 

 原価計算の関する興
味、関心が高く、意欲的
かつ積極的に取り組む。 

 日常生活の中で、自ら
コスト意識を持ちなが
ら学習に取り組む。 
 原価の必要性を理解
し、基礎的・基本的な知
識と技術を身に付け、適
切な判断力を養う。 

 製造業における原価
の基本的な考え方や計
算方法を身に付ける。 
 工業簿記のしくみや
記帳方法について理解
し、情報を活用できる能
力を身に付ける。 

 原価についての基礎
的、基本的な知識を身に
付け、製造業のコスト計
算の方法や管理方法を
理解する。 

手 

段 

・授業態度 

・ノート整理 

・小テスト・課題 

・定期考査 

・授業態度 

・ノート整理課題 

・小テスト 

・定期考査 

各学期や年間の学習状況の 

評価方法 

・平常点（提出物・小テスト等）３０％、定期考査７０％ 

学習上 

の 

留意点 

・授業の進度が速いので、毎時間の授業を大切に学習すること。 
・検定前や長期休業中の補習に欠席しないこと。 
・６月（全商）、１月（全商）に検定試験が実施される予定。 

 


